
　
　
　
　
　
　
　

　「
富
山
の
く
す
り
」
に
は
、
こ
ん
な
逸

話
が
残
っ
て
い
る
。
１
６
９
０
年
、
三

春
藩
（
現
・
福
島
県
）
の
藩
主
は
、
江

戸
城
で
腹
痛
に
苦
し
ん
で
い
た
。
居
合

わ
せ
た
富
山
藩
の
藩
主
が
、
印
籠
か
ら

妙
薬
を
取
り
出
し
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
、

う
そ
の
よ
う
に
腹
痛
が
治
ま
っ
た
で
は

な
い
か
。
そ
れ
を
見
た
諸
国
の
大
名
た

ち
は
、
そ
の
薬
を
自
国
で
も
販
売
し
て

ほ
し
い
と
こ
ぞ
っ
て
申
し
出
た
と
い

う
。

一
つ
の
妙
薬
が
生
ん
だ
富
山
の
英
知

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
伝
え
る

員
で
あ
る
売
薬
さ
ん
が
、
各
家
庭
や
企

業
を
回
っ
て
薬
を
補
充
し
な
が
ら
、
使

っ
た
分
だ
け
後
か
ら
代
金
を
回
収
す
る

〝
先
用
後
利
〞
の
仕
組
み
が
特
徴
だ
。

こ
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
急
な
体
調

不
良
に
見
舞
わ
れ
て
も
、
手
元
の
薬
箱

に
あ
る
薬
を
す
ぐ
に
服
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
富
山
の
英
知
を
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
人
々
の
健
康
維
持
に
生
か
す

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　
富
山
大
学
和
漢
研
究
所
は
、
２
０
１

４
年
か
ら
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
協
力
し
、
県
や
地
元
製
薬
会
社
と
の

連
携
の
下
、
研
修
員
の
受
け
入
れ
な
ど

を
通
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
伝
統
医
薬

品
の
品
質
改
善
と
、
配
置
薬
シ
ス
テ
ム

の
普
及
を
支
援
し
て
き
た
。
こ
れ
に
先

立
つ
09
年
か
ら
、
公
益
財
団
法
人
日
本

財
団
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
保
健
省
と
共
に
、

同
国
全
土
の
約
３
万
の
村
落
を
対
象

に
、
伝
統
医
薬
品
を
活
用
し
た
配
置
薬

シ
ス
テ
ム
の
普
及
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ

れ
と
連
携
す
る
か
た
ち
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
薬

用
植
物
な
ど
を
使
っ
た
伝

統
医
薬
品
を
保
健
省
伝
統

医
療
局
が
管
轄
す
る
国
営

工
場
で
作
っ
て
い
る
。
だ

が
、
同
国
で
は
偽
薬
や
粗

悪
品
の
流
通
が
問
題
と
な

っ
て
い
た
。「
昨
年
12
月
に

国
営
工
場
を
視
察
し
ま
し

た
が
、
設
備
は
古
く
、
衛

生
管
理
も
旧
態
依
然
と
し

て
い
ま
し
た
。
伝
統
医
療

局
は
、
当
初
、
私
た
ち
の
視

察
に
消
極
的
で
し
た
が
、

有
り
の
ま
ま
を
見
せ
て
も

ら
え
た
こ
と
で
課
題
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
」。
そ

う
話
す
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
総
括
を
務
め
る
富
山

大
学
和
漢
研
究
所
の
紺
野

勝
弘
教
授
だ
。

　
和
漢
研
究
所
で
は
、
12
年
に
も
伝
統

医
療
局
か
ら
研
修
員
を
受
け
入
れ
、
伝

統
医
薬
品
の
品
質
規
格
書
と
し
て
、
20

種
類
の
薬
用
植
物
の
品
質
基
準
を
定
め

た
ミ
ャ
ン
マ
ー
生
薬
局
方
の
作
成
に
取

り
組
み
、
良
質
な
薬
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
伝
統

医
療
局
の
品
質
検
査
員
２
人
が
、
大
学

だ
け
で
な
く
、
県
や
県
内
の
製
薬
会
社

の
協
力
も
受
け
な
が
ら
、
３
カ
月
間
、

化
学
分
析
な
ど
に
よ
る
薬
の
試
験
方
法

に
つ
い
て
実
践
的
な
研
修
を
行
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
６
月
に
は
伝
統
医
療
局
の

局
長
や
伝
統
医
療
大
学
の
関
係
者
な
ど

を
含
む
８
人
が
富
山
県
を
訪
問
。
彼
ら

は
、
県
の
薬
事
研
究
所
な
ど
を
訪
れ
た

ほ
か
、
製
薬
会
社
の
工
場
を
見
学
し
、

徹
底
し
た
品
質
管
理
の
重
要
性
を
学
ん

だ
。
さ
ら
に
、
実
際
に
売
薬
さ
ん
に
同

行
し
て
家
庭
訪
問
を
体
験
す
る
な
ど
、

配
置
薬
シ
ス
テ
ム
の
運
営
方
法
を
身
を

も
っ
て
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　
富
山
県
厚
生
部
く
す
り
政
策
課
の

藤
岡
俊
太
郎
さ
ん
は
、「
途
上
国
支
援

を
は
じ
め
と
す
る
薬
の
国
際
展
開
は
、

地
元
の
基
幹
産
業
を
活
性
化
す
る
上
で

も
重
要
で
す
」
と
話
す
。
昨
年
６
月
に

は
、
研
修
員
が
訪
問
す
る
時
期
に
合
わ

せ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
医
薬
品
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、
県
内
の
製

　
富
山
県
庁
の
「
く
す
り
政
策
課
」
や
、

富
山
大
学
に
あ
る
、
日
本
で
唯
一
の
伝

統
医
薬
学
の
研
究
機
関
「
和
漢
医
薬
学

総
合
研
究
所
（
和
漢
研
究
所
）」
は
、

こ
の
地
で
栄
え
る
製
薬
産
業
の
重
要
性

を
物
語
っ
て
い
る
。

　
富
山
発
祥
の
配
置
薬
は
、
薬
の
販
売

良
質
の
伝
統
医
薬
品
づ
く
り
を

産
官
学
で
全
面
サ
ポ
ー
ト

世
界
に
羽
ば
た
く〝
薬
都
と
や
ま
〞

地
元
の
産
業
振
興
を
願
っ
て

薬
会
社
な
ど
か
ら
70
人
以
上
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
代
わ
る
薬
産
業

の
進
出
先
と
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の

関
心
が
高
ま
る
一
方
、
現
地
に
は
課
題

も
あ
る
。
国
営
工
場
で
作
ら
れ
る
伝
統

医
薬
品
を
収
め
た
薬
箱
は
、
一
箱
10
ド

ル
。
家
庭
で
気
軽
に
買
え
る
値
段
で
は

な
く
、
現
在
は
、
日
本
財
団
の
支
援
の

下
、
伝
統
医
療
局
か
ら
村
ご
と
に
一
箱

が
提
供
さ
れ
て
い
る
。「
富
山
の
配
置

薬
の
特
長
は
、〝
先
用
後
利
〞
の
仕
組

み
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
継
続
性

で
す
。
将
来
的
に
は
、
民
間
企
業
の
活

躍
も
期
待
し
て
い
ま
す
」と
紺
野
さ
ん
。

　
富
山
県
は
、
こ
の
他
に
も
、
昨
年
11

月
に
J
I
C
A
東
京
が
厚
生
労
働
省
や

公
益
社
団
法
人
国
際
厚
生
事
業
団
と
連

携
し
て
行
っ
た
、
医
薬
品
の
適
正
な
供

給
管
理
を
目
指
す
研
修
で
、
ブ
ラ
ジ
ル

や
イ
ラ
ク
な
ど
９
カ
国
の
薬
剤
師
と
薬

事
行
政
官
を
受
け
入
れ
た
。
同
研
修
へ

の
協
力
は
30
回
を
数
え
る
。

　
行
政
、
大
学
、
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の

医
薬
品
分
野
の
知
見
を
生
か
し
な
が

ら
、
産
官
学
の
〝
オ
ー
ル
富
山
〞
で
世

界
に
貢
献
す
る
富
山
県
。紺
野
さ
ん
は
、

「
地
元
の
経
験
を
生
か
し
、世
界
の
人
々

の
健
康
を
守
る
こ
と
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
と
、
配
置
薬
シ
ス
テ
ム

の
普
及
と
定
着
に
意
欲
を
見
せ
る
。
地

域
の
英
知
・
配
置
薬
シ
ス
テ
ム
を
通
じ

て
築
か
れ
る
富
山
県
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

つ
な
が
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
を
一
層

明
る
く
照
ら
す
宝
と
な
る
だ
ろ
う
。

富山県を訪れたミャンマー伝統
医療局の局長（右から4人目）
と職員ら。家庭に届ける薬の内
容を売薬さん（同3人目）と一緒
に確認した

配置薬

ミャンマーの伝統医薬品について説明を受けるプロジェクトチーム

糖尿病に効く薬草として、数種類の植物が
ミャンマー伝統医療大学に展示されていた

富山県厚生部くすり政策課の藤岡
俊太郎さん（左から２人目）らとミャン
マーを視察した紺野さん（左から４人
目）。伝統医療局の職員らと共に

特集 地域の宝
おらがまちの世界一

北
信
越
の宝

一
家
に
一
箱
の
置
き
薬
。

い
ざ
と
い
う
時
の
常
備
薬
は
心
強
い
も
の
だ
。

江
戸
時
代
に
富
山
藩
で
発
祥
し
た
配
置
薬
は
、

日
本
各
地
の
人
々
の
健
康
を
守
っ
て
き
た
。

国
内
有
数
の
医
薬
品
製
造
拠
点
と
な
っ
た
富
山
県
は
、

行
政
・
大
学
・
企
業
の
〝
オ
ー
ル
富
山
〞
で
、

そ
の
知
恵
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
伝
え
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
健
康
を
守
る
、

富
山
の
配
置
薬
シ
ス
テ
ム

富山県の製薬企業の
工場を見学する伝統医
療局の職員ら
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